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市民協働事業（平成 29 年度事業）

市民提案を募集します
募
集
期
間

６月15日（水）

８月17日（水）

～
市民と行政による協働のまちづくりを推進するため、次の 6

つのテーマに基づく、市民の皆さんからの事業提案を募集します。

■平成 29 年度事業テーマ

■応募要件・応募方法
●提案団体の要件

（1）地域社会に貢献することを目的とした団体であ
って、営利を目的としないもの。

（2）活動の拠点が市内にあって、原則として１年以
上継続して活動していること。

（3）５人以上で組織された団体であって、その構成
員の過半数が市民であること。

（4）組織の運営に関する会則等を有すること。
（5）適正な会計処理が行われていること。

●提案事業の要件
（1）市総合計画基本構想に沿った内容であること。
（2）協働で実施することにより地域課題や行政課題

の解決が図られる事業であること。
（3）1 年以内に完了する事業であること。
※その他、募集要項を必ず事前に確認ください。

●申し込み・問い合わせ
申請書等を地域づくり課（2 階4番窓口）へ提出し

てください。募集要項・申請書は市ホームページまた
は地域づくり課、各支所地域課で入手できます。
〒 399 － 8281 （住所記載不要）　安曇野市役所
地域づくり課まちづくり推進係
471・2494　672・3176
mchiikizukuri@city.azumino.nagano.jp

●その他
提案いただいた事業内容の詳細について、提案団体

に市がヒアリングを行い、審査、調整を行います。仮
採択した事業について市が翌年度必要な予算を計上し
議会に諮ります。

■地域づくり・協働のまちづくり

自治組織のリーダー

安曇野市

本年度区長紹介
市内 83 区の区長がそれぞれ選出されま
した。各地域の区長と本年度の市区長会
役員の皆さんを紹介します。（敬称略）

区長会総会を開催

市区長会は、市内 83 区を代表する区長の皆さんで構成し、
共通する課題の情報交換や相互調整などを行っています。5 月
19 日に行われた総会では、本年度の役員や
区長会発足 10 周年記念事業をはじめとした
事業計画などを決めました。新区長会長の
熊井さんは「少子高齢化、人口減少など多
様化する地域の課題に 83 区が協力して取り
組むことが大切」とあいさつしました。

あいさつをする
熊井区長会長

会 長

熊
く ま い

井　深
ふ か お

男
（穂高地域区長会長）

副会長（会長代理）

重
し げ の

野　義
よしひろ

博
（豊科地域区長会長）

副会長（事務長）

伊
い と う

藤　俊
と し お

夫　
（堀金地域区長会長）

副会長（会計）

中
な か た

田　元
もとよし

良
（三郷地域区長会長）

副会長

髙
た か は し

橋　公
き み の り

位
（明科地域区長会長）

問地域づくり課まちづくり推進係 471・2494　672・3176
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市区長会役員

市内 83 区の区長

1 協働のまちづくり
推進事業

協働推進のためのフォーラムや啓発事業など、市民（特に若者）が主体的に企画立案し、
市と協働で行います。

2 多文化共生
地域づくり事業

日本と外国における文化や習慣の違いを学ぶことを通じて、国籍の区別なく互いに支え合
う社会構築のための事業を、市と協働で行います。

3 あづみのフィルム
アーカイブ事業

昭和 30～ 50 年代の安曇野の風景や日常の様子などを撮影した８ミリフィルムを収集し、
貴重な映像史料としてデジタル化（DVD化）し活用する事業を、市と協働で行います。

4
懐かしき安曇野の
水のすがた
－移り変わりの記録－

安曇野の水と水辺に関わる昔の姿とその変遷を映し出す写真を収集してデータベース化し、
貴重な地域資源として今後のまちづくりに生かすための事業を、市と協働で行います。

5 戦時生活調査事業 アジア・太平洋戦争下の安曇野の生活全般について調査研究し、市民が当時の生活や平和
について考えるきっかけとなる事業を、市と協働で行います。

6 昔の暮らし伝承事業 安曇野の人々が育
はぐく

んだ、安曇野の風土に根差した暮らしの道具やさまざまな知恵、技術を
学び、市民へ伝承する事業を、市と協働で行います。


